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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

果樹の防霜対策は、防霜設備の稼働や燃焼資材の使用などにより多くの経費が発生するため、
危険度に応じた効率的な対応が求められる。『果樹の凍霜害危険度推定シート』を公開（2021 年
普及に移しうる成果）しているが、防霜対策の現場でより簡便に利用できる指標として『果樹の
凍霜害警戒温度指標』を作成した。 

（１） 凍霜害警戒温度指標は、モモ、ナシ、リンゴ、オウトウ、ブドウ、カキの６樹種について作
成した。 

（２） 凍霜害警戒温度指標は、生育ステージごとに従来から利用している「安全限界温度」と、危
険度５０％温度を一覧できる表形式とした（図 1）。 

（３） 安全限界温度指標と合わせて利用し、予想最低気温が危険度５０％温度以下になる場合は
経済的被害を受ける確率が高くなることから、防霜対策について一層の強化が必要である。 

（４） 大霜害が発生した 2021 年 4 月の被害発生ほ場の最低温度を検証すると、危険度が７０％を
超えるような温度域であり、甚大な被害が発生することを示した（表 1）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 凍霜害警戒温度指標を活用して、防霜対策の準備を効率的に行うことができ、晩霜害の未然
防止に役立てられる。 

 

３ 適用範囲） 
（１） 本県果樹産地 

 

４ 普及上の留意点 

（１） 安全限界温度は、当該温度に 1 時間遭遇した場合、被害がわずかでも発生するおそれがあ
る温度である。 

（２） 危険度５０％温度は、当該温度に 1 時間遭遇した場合、経済的被害（３割以上の花芽・花
器・幼果に障害）が５０％の確率で発生するおそれがある温度である。 

（３） 最低気温は、あらかじめ気象台と自園地の気温差を確認しておき、地域時系列予報を参考に
予想する。 

  



   
Ⅱ 具体的データ等 

 
図 1 防霜対策のための凍霜害警戒温度指標（モモの例） 

 
表 1 2021 年 4 月、晩霜害発生ほ場の最低温度により算出される危険度 
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